青風荘　　フェイスシート
平成23年8月1日　担当：小坂和子

	入　所　者
	氏　名　　下町　サン子　様　　　　　男・女　　　　昭和　13年　12月　3日生（　72歳）

	
	住　所　〒　039－1104　　　八戸市田面木字赤坂35－9　　　　　　　　電話　27－7658

	
	病　　名
	　統合失調症
	合　併　症
	　　便秘症・低血圧　　　

	
	発症時期
	　Ｓ36年7月頃（23歳時）
	罹 患 期 間
	　　約　49年　　ヶ月

	
	入院回数
	　　2回　　　　
	延べ入院年数
	　　約　31年　8ヶ月　

	医療機関
	　青南病院　（主治医　千葉　良Ｄｒ）
	外来受診日
	土曜日（2週1回）

	医療区分
	後期高齢者医療
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無

	経済状況
	生保
	（　　10万円）

	
	その他
	預貯金　　　　　　　　　　　　　　　（　　万円）

	障害程度区分
	　未審査

	日中活動の場
	デイナイトケア通所

	住まいの場
	　福祉ホーム青風荘

	入所年月日
	Ｈ　15年　10月　1日
	身長
	155cm
	体重
	46.4kg

	最終学歴
	城内中学校卒業
	免許・資格
	　なし

	職　歴
	　パチンコ店・小料理屋
	

	保　護　者
	氏　　名　　下町　ノブ　様　　　　　　　　　　　　続柄　義母　　　（同居　・否）

	入所目的

　・服薬を確実に継続し、生活リズムの確立を図る。　・基本的な生活技術を身につける。

	入院・治療歴

	昭和36年7月～昭和37年9月　　入院　　青南病院
昭和38年6月～平成6年2月　　入院　　青南病院
平成6年3月～　　　　　　　　　外来　　青南病院




	生活歴
S13年、種市町にて出生。同胞6人。実母は本人が1歳になる前に死亡。義母・ノブ氏に育てられる。21歳時結婚するが2年で離婚。（双子を出産しているがまもなく死亡。義母はそれが変調のきっかけになったのでは？と・・・。また、本人は結婚も出産も否定している。）S36年、自閉・好色妄想等が出現し1年程入院。退院後、パチンコ店や小料理店に勤めるも長続きせず、S38不眠等が目立つようになり、自室に閉じこもったり放歌が見られていた。祖母の通帳を持ち出し衣類を大量に購入したり、何もせずにゴロゴロするようになる。5月には、突然自宅を飛び出し1ヶ月程旅館に宿泊し、連絡を受けた家族が迎えに行く事もあった。S38年6月、入院となる。H6年、退院後は社会復帰援護住居「いちい荘」、H9年には「青山荘」に入居し、社会復帰訓練を開始。H11年9月からはグループホーム「あおぞら」にて共同生活を送っていたが、人間関係に負担を感じ、服薬も不確実になった事より再燃。増薬にて対応し、H12年9月、グループホームを退所し青山荘へ再入所となる。青山荘退所後、単身での生活に不安があり、本人・家族・主治医の相談の元、青風荘での生活を希望。H15年10月、青風荘入所となる。

	家族構成　









	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）
本人と他兄弟の交流は全くない。義母であるノブ様が高齢であるが、面会に来たり、一緒に外出したりしている。ノブ様の長男夫婦との交流は殆ど無い。平成21年2月九戸郡種市町から、青風荘の住所に移動となっている。生活保護は通帳残高がある為、打ち切りになっていたが、通帳残高が無くなった為平成23年4月より保護決定となっている。


平成　23年8月1日（月）　
	長期目標（中期・短期）

	· 身体機能と生活能力の維持

・　身の回りの整理整頓ができるようになる


	これまでの経過（前回評価日　H　23年　2月　7日）

	前回の問題点

1 低血圧から起床時、歩行時の転倒の恐れがある。

加齢に伴う体力低下（不調の訴えがある）

②　洗濯・衣類・手洗いに固執している。

　　適量の日用品の使用が出来ない。偏った衣類の収納をしている。

　　

● 衣類・洗濯・洗顔、手洗いについて

相変わらず、下着のパンツのみ、日に何度（5～6枚）も着替えており、脱いだ下着はナイロン袋に入れて置き、他の衣類とは別にして洗濯されています。他者が洗濯機を使用出来なくなるため、一緒に洗うよう説明しても「汚いから一緒に洗いたくない・・・」と固執しています。また、入浴しているにも関わらず、帰荘するとすぐ水で洗髪していたり、朝の洗顔時に水で洗髪していることも見られています。手洗いや洗顔も過度に行なっています。「顔の皺がいっぱいだから・・・顔につけるクリ－ム買いたい」と話され購入され気にしている様子がありますが、それでも過度な洗顔を控えることが出来ずにいます。「これだと風呂に入れない・・・」と固形石鹸がまだ半分に減るとスタッフを替えて要求されています。

少しは改善されてきていますが、適切な衣類の着用ができておらず、「暑いな～」と云いながら長袖を着て腕まくりしていたり、ズボン下を履いている為、声かけしアドバイスしています。

● 金銭管理について＞

小遣い1，500円（1W）でやり繰りしており、購入リストを確認して買い物へ出掛けている為、必要で無い物を購入することは見られなくなってきています。今後も適切な購入を継続していけるよう支援していきます。

● 体調､幻聴について＞

3/13、施設の玄関方向をジッと見つめており、「お義母さんの声がした気がする」と話されることがありました。また飲水量が多く、「フラフラする。」等の不調も聞かれる為、飲水の目立つ時には、適宜声掛けて控えるように促しています。4/12、両目の充血と爛れが見られ、松橋眼科医院受診にて細菌感染とのことでオフロキシン点眼液とエコリシン軟膏が処方されています。7/18、夜間に寝ぼけて1階まで下りて来て「玄関はどこだ？」と云うことがありましたが、呼名で気づいています。

● デイナイトケアの様子＞

当番や掃除は熱心に行ってくれていますが、プログラムへの取り組みについては、集中して取り組む事が出来ないようです。3/8、KT37.1℃となっていますが、特に体調不良の訴えはありません。3/10、夕方だるさや眩暈を訴えることがありますが、しばらくすると「治った」との事です。飲水量も多く、「下痢が出る」とトイレに駆け込んでいることがあります。

※保護者の義母が定期的に面会に来られていますが、高齢である為今後の本人への処遇について次の保護者の予定になっている息子様を含めて話し合いをする場を設けて行く予定です。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 血圧から起床時、歩行時の転倒の恐れがある。

· 加齢に伴う体力低下（不調の訴えがある）

· 飲水量が多く、下痢症状となっている


	· 起床時の目眩､ふらつきが見られ転倒の恐れがある為、ベットからゆっくり起き立ち上がるように繰り返し説明し､必要に応じて起床時間に訪室し体調確認する。

· 一気に体勢を変えずゆっくり行なうよう説明する。

・　歩行時ふらつきがある時は手すりを利用するよう声掛けしていく。
· 不調の訴えが頻回な場合にはバイタル測定をし、必要に応じて休んで頂く。

· 過度な飲水が見られ、下痢症状を呈していることが度々ある為、声掛けして体調管理の大切さやアドバイスをしていく。

· 毎日測定した血圧を把握しながら、本人の体調を確認していく。

	　継続

	②　洗濯・衣類・手洗いに固執している。

　　適量の日用品の使用が出来ない。

　　偏った衣類の収納をしている。

	· 洗剤を事務室預かりとした事で洗濯回数や夜間の洗濯は改善されてきている為、今後も預かりとし、適量使用出来るように習慣化を図る。

· 下着のみの洗濯が多く､パンツと一緒に他の洗濯物を洗う事を「汚い」と拒否する為、自分の衣類なのだから一緒でよい事を説明する。また共同で使用する洗濯機なので一度で済ませるよう伝え協力性を促す。

· 頻回に洗顔や手洗いをしている際は声をかけ、洗い過ぎは肌を傷めたり炎症また本人が気にしている皺の原因になることを説明する。

· ハンドクリ－ム、お茶パックの使用量・購入量が守られてきている為、その事を本人へ伝え継続していけるよう支援する。

· 衣類を丸めてゴミ袋へ入れている為、定期的に部屋の整理整頓を一緒に行いながらタンスや衣装箱への収納の仕方を伝えていく。


	継続


プラン計画者　氏名　小坂和子
修正プラン実施評価日：Ｈ　23年　8月　1日

日（月）　青山荘地域交流活動室

　　
○





義母　ノブ氏





□





□





S36離婚





□





◎





●





○





●





○





□





●





■





●











ヒデオ氏














S15死亡














